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(57)【要約】
【課題】インパルス駆動方式の有機発光表示装置におい
て、駆動トランジスタのしきい電圧と電界効果移動度が
均一でなかったり、発光素子が劣化したりしても、画素
間輝度不均一が発生しないように補償し、時間による薄
膜トランジスタ及び有機発光素子の劣化を補償する。
【解決手段】表示装置は、複数の表示画素と、複数のデ
ータ線と、複数の感知線とを有し、表示画素はそれぞれ
、駆動トランジスタと、キャパシタと、第１スイッチン
グトランジスタと、発光素子と、感知線と駆動トランジ
スタの出力端子との間に接続される第２スイッチングト
ランジスタと、駆動トランジスタの出力端子と発光素子
との間に接続される第３スイッチングトランジスタとを
有し、駆動トランジスタはｐ－チャネル電界効果トラン
ジスタである。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画像を表示する複数の表示画素と、
　前記表示画素に接続される複数のデータ線と、
　前記表示画素に接続される複数の感知線と、
を有し、前記表示画素はそれぞれ、
　制御端子、入力端子、及び出力端子を有する駆動トランジスタと、
　前記駆動トランジスタの制御端子に接続されるキャパシタと、
　前記データ線と前記駆動トランジスタの制御端子に接続される第１スイッチングトラン
ジスタと、
　前記駆動トランジスタから駆動電流の印加を受けて発光する発光素子と、
　前記感知線と前記駆動トランジスタの出力端子との間に接続される第２スイッチングト
ランジスタと、
　前記駆動トランジスタの出力端子と前記発光素子との間に接続される第３スイッチング
トランジスタと、
を有し、前記駆動トランジスタはｐ－チャネル電界効果トランジスタである表示装置。
【請求項２】
　前記駆動トランジスタのしきい電圧を考慮して、入力映像信号を補正し、出力映像信号
を出力する信号制御部と、
　前記出力映像信号に基づいて映像データ電圧を抽出し、前記データ線に印加するデータ
駆動部と、
をさらに有する、請求項１に記載の表示装置。
【請求項３】
　前記信号制御部は、前記駆動トランジスタの電界効果移動度を考慮し、前記入力映像信
号を補正して前記出力映像信号を出力し、
　前記感知線は、前記表示画素から前記データ駆動部に感知信号を伝達し、
　前記感知信号は、前記駆動トランジスタのしきい電圧に係わる第１感知信号及び前記駆
動トランジスタの電界効果移動度に係わる第２感知信号を含み、
　前記信号制御部は前記第１感知信号を保存する第１フレームメモリ及び前記第２感知信
号を保存する第２フレームメモリを有する、請求項２に記載の表示装置。
【請求項４】
　前記信号制御部は、前記発光素子の時間による劣化を考慮して、前記入力映像信号を補
正し、前記出力映像信号を出力する、請求項３に記載の表示装置。
【請求項５】
　画像を表示しない複数のダミー画素と、
　前記発光素子の時間による劣化程度を示す劣化因子を記憶するルックアップテーブルと
、
　前記ルックアップテーブルから前記劣化因子の入力を受けて保存する第３フレームメモ
リとをさらに有し、
　前記信号制御部は、前記第１感知信号、前記第２感知信号及び前記劣化因子に基づいて
前記入力映像信号を補正する映像信号補正部をさらに有し、
　前記発光素子の時間による劣化は、前記表示画素の発光素子のしきい電圧と前記のダミ
ー画素の発光素子のしきい電圧とを比較して判断する、請求項４に記載の表示装置。
【請求項６】
　前記データ駆動部は、基本回路部及びスイッチング回路部を有し、
　前記データ駆動部は、前記出力映像信号を前記映像データ電圧に変換するデジタル‐ア
ナログ変換器と、前記表示画素から前記感知信号の伝達を受け、これを変換するアナログ
－デジタル変換器とを有し、
　前記スイッチング回路部は、
　前記第２スイッチングトランジスタと接地電圧との間を断続する第１スイッチと、
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　前記第２スイッチングトランジスタと基準電流源との間を断続する第２スイッチと、
　前記データ線と前記感知線との間を断続する第３スイッチと、
　前記データ線と前記デジタル－アナログ変換器との間を断続する第４スイッチと、
　前記感知線と事前充電電圧との間を断続する第５スイッチと、
　前記データ線と駆動電圧との間を断続する第６スイッチと、
　前記感知線と前記アナログ－デジタル変換器との間を断続する第７スイッチとを有する
請求項２に記載の表示装置。
【請求項７】
　キャパシタと、前記キャパシタに接続され、制御端子、入力端子、及び出力端子を有す
る駆動トランジスタと、前記出力端子に接続される発光素子とを有する表示装置の駆動方
法であって、
　前記制御端子にデータ電圧を接続する段階と、
　前記発光素子が発光する段階と、
　前記出力端子の第１電圧を感知する段階と、
　前記出力端子の第２電圧を感知する段階と、
　前記出力端子の第３電圧を感知する段階と
を有し、前記第１電圧は、前記発光素子の発光が止まった後、前記制御端子及び出力端子
を接地電圧と接続した後に再び前記接地電圧との接続を切って感知され、
　前記第２電圧は、前記制御端子にデータ電圧を接続する段階と、前記発光素子が発光す
る段階とを繰返した後、前記発光素子の発光が止まった後に前記制御端子及び前記出力端
子に基準電流源を接続して感知され、
　前記第３電圧は、前記制御端子にデータ電圧を接続する段階と、前記発光素子が発光す
る段階とを繰返した後、前記入力端子と前記制御端子に同一の電圧を接続した状態で感知
される表示装置の駆動方法。
【請求項８】
　前記第３電圧を、表示動作を行わないダミー画素に含まれた発光素子のアノード電圧と
比較して前記発光素子の劣化を示す劣化因子を算出する段階と、
　前記第１電圧、前記第２電圧、及び前記劣化因子に基づいて、入力映像信号を補正する
段階をさらに有する、請求項７に記載の表示装置の駆動方法。
【請求項９】
　キャパシタと、前記キャパシタに接続され、制御端子、入力端子、及び出力端子を有す
る駆動トランジスタと、前記出力端子に接続される発光素子とを有する表示装置の駆動方
法であって、
　前記制御端子にデータ電圧を接続する段階と、
　前記発光素子が発光する段階と、
　前記出力端子の第２電圧を感知する段階と、
　前記第２電圧に基づいて入力映像信号を補正する段階と、
を有し、前記第２電圧は、前記発光素子の発光が止まった後、前記制御端子及び出力端子
に基準電流源を接続して感知される表示装置の駆動方法。
【請求項１０】
　キャパシタと、前記キャパシタに接続される制御端子、入力端子、及び出力端子を有す
る駆動トランジスタと、前記出力端子に接続される発光素子とを有する表示装置の駆動方
法であって、
　前記制御端子にデータ電圧を接続する段階と、
　前記発光素子が発光する段階と、
　前記出力端子の第３電圧を感知する段階と、
　前記第３電圧を、表示動作を行わないダミー画素に含まれた発光素子のアノード電圧と
比較して前記発光素子の劣化を示す劣化因子を算出する段階と、
　前記劣化因子に基づいて入力映像信号を補正する段階と
を有し、前記第３電圧は、前記制御端子にデータ電圧を接続する段階と、前記発光素子が
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発光する段階とを繰返した後、前記入力端子と前記制御端子に同一の電圧を接続した状態
で感知される表示装置の駆動方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、表示装置及びその駆動方法に関し、より詳しくは、有機発光表示装置及びそ
の駆動方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　有機発光表示装置の画素は、有機発光素子（ｏｒｇａｎｉｃ　ｌｉｇｈｔ　ｅｍｉｔｔ
ｉｎｇ　ｅｌｅｍｅｎｔ）と、これを駆動する薄膜トランジスタ（ｔｈｉｎ-ｆｉｌｍ-ｔ
ｒａｎｓｉｓｔｏｒ、ＴＦＴ）とを備える。
【０００３】
　この薄膜トランジスタは、活性層（ａｃｔｉｖｅ　ｌａｙｅｒ）の種類によって、多結
晶シリコン（ｐｏｌｙ　ｓｉｌｉｃｏｎ）薄膜トランジスタと、非晶質シリコン（ａｍｏ
ｒｐｈｏｕｓ　ｓｉｌｉｃｏｎ）薄膜トランジスタなどに区分することができる。多結晶
シリコン薄膜トランジスタを採用した有機発光表示装置は、高い電子移動度を有し、高周
波動作特性が良く、漏洩電流（ｌｅａｋａｇｅ　ｃｕｒｒｅｎｔ）が低いという長所があ
る。しかし、これらは活性層を多結晶シリコンで製造する工程上、薄膜トランジスタに含
まれた半導体の特性を表示装置内で均一に製造することが容易でない。つまり、薄膜トラ
ンジスタのしきい電圧または移動度がトランジスタ毎に異なるという問題点がある。この
ため、表示装置に含まれる複数の画素間に輝度偏差が生じるおそれがある。また、有機発
光素子に持続的に電流を供給することによって、多結晶シリコン薄膜トランジスタ自体の
しきい電圧が遷移し、特性が劣化することがある。これは、同じデータ電圧が印加されて
も不均一な電流が有機発光素子に流れることになり、これによって有機発光表示装置の画
質が劣化する要因となる。
【０００４】
　一方、有機発光素子は、長時間電流を流すことによって発光素子自体の劣化が発生する
。そのために、駆動トランジスタで均一な電流を発光素子に印加しても、発光素子の劣化
によって輝度の不足が発生し、残像のような画質低下の原因となるおそれがある。
【０００５】
　一方、有機発光表示装置などの維持型（ｈｏｌｅ　ｔｙｐｅ）平板表示装置の場合には
、停止映像であるか動画であるかに関係なく、一定時間、例えば、１フレームの時間に固
定された画像を表す。例えば、動き続けるある物体を表す時、その物体は１フレームの間
は特定位置に止まっており、次のフレームには１フレームの時間後にその物体が移動した
位置に止まっているなど、物体の動きが離散的に（ｄｉｓｃｒｅｔｅ）表示される。１フ
レームの時間は、残像が維持される時間内であるため、このような方式で表しても物体の
動きが連続的に見える。
【０００６】
　しかし、動き続ける物体を画面を通じて見る場合、人の視線が物体の動きに沿って連続
して動くため、表示装置の離散的な表示方式と干渉して画面がぼやけるブラーリング（ｂ
ｌｕｒｒｉｎｇ）現象が現れる。例えば、表示装置が第１フレームで（イ）の位置に物体
が止まっていると表示し、第２フレームでは（ロ）の位置にその物体が止まっていると表
示すると仮定する。第１フレームで人の視線は（イ）の位置から（ロ）に至るその物体の
予想移動経路に沿って移動する。しかし、実際に（イ）と（ロ）を除いたその中間の位置
には、その物体が表示されない。
【０００７】
　結局、第１フレーム内で人が認識した輝度は、（イ）から（ロ）の間の経路にある画素
の輝度を積分した値、つまり、物体の輝度と背景の輝度とを適切に平均した値となるので
、物体がぼやけて見える。
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【０００８】
　維持型表示装置において、物体がぼやける程度は、表示装置が表示を維持する時間と比
例するので、１フレーム内の一部の時間だけ画像を表し、それ以外の時間は黒い色を表す
、いわゆる、インパルス（ｉｍｐｕｌｓｅ）駆動方式が提案されている。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　そこで、本発明の目的は、インパルス駆動方式の有機発光表示装置において、駆動トラ
ンジスタのしきい電圧と電界効果移動度が均一でなかったり、発光素子が劣化したりして
も、画素間輝度不均一が発生しないように補償し、時間による薄膜トランジスタ及び有機
発光素子の劣化を補償することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明の一実施形態による表示装置は、画像を表示する複数の表示画素と、表示画素に
接続される複数のデータ線と、表示画素に接続される複数の感知線とを有し、表示画素は
それぞれ、制御端子、入力端子、及び出力端子を有する駆動トランジスタと、駆動トラン
ジスタの制御端子に接続されるキャパシタと、データ線と駆動トランジスタの制御端子に
接続される第１スイッチングトランジスタと、駆動トランジスタから駆動電流の印加を受
けて発光する発光素子と、感知線と駆動トランジスタの出力端子との間に接続される第２
スイッチングトランジスタと、駆動トランジスタの出力端子と発光素子との間に接続され
る第３スイッチングトランジスタとを有し、駆動トランジスタはｐ‐チャネル電界効果ト
ランジスタである。
【００１１】
　駆動トランジスタのしきい電圧を考慮して、入力映像信号を補正し、出力映像信号を出
力する信号制御部と、出力映像信号に基づいて映像データ電圧を抽出し、データ線に印加
するデータ駆動部とをさらに有する構成とすることができる。
【００１２】
　感知線は表示画素からデータ駆動部に感知信号を伝達し、感知信号は駆動トランジスタ
のしきい電圧に係わる第１感知信号を含むように構成できる。
【００１３】
　信号制御部は、第１感知信号を保存する第１フレームメモリを有するように構成できる
。
【００１４】
　信号制御部は、駆動トランジスタの電界効果移動度を考慮して、入力映像信号を補正し
、出力映像信号を出力するように構成できる。
【００１５】
　感知信号は、駆動トランジスタの電界効果移動度に係わる第２感知信号をさらに含み、
信号制御部は、第２感知信号を保存する第２フレームメモリをさらに有するように構成で
きる。
【００１６】
　信号制御部は、発光素子の時間による劣化程度を発光素子のしきい電圧の変化を利用し
て判断した後、入力映像信号を補正し、出力映像信号を出力するように構成できる。
【００１７】
　画像を表示しない複数のダミー画素をさらに有し、発光素子の時間による劣化の程度は
、表示画素の発光素子のしきい電圧とダミー画素の発光素子のしきい電圧とを比較して判
断できる。
【００１８】
　発光素子の時間によるしきい電圧の変化に対応する劣化因子を記憶するルックアップテ
ーブルと、ルックアップテーブルから劣化因子の入力を受けて保存する第３フレームメモ
リとをさらに有するように構成できる。
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【００１９】
　信号制御部は、第１感知信号、第２感知信号、及び劣化因子に基づいて入力映像信号を
補正する映像信号補正部をさらに有するように構成できる。
【００２０】
　データ駆動部は、基本回路部及びスイッチング回路部を含むように構成できる。
【００２１】
　基本回路部は、出力映像信号を映像データ電圧に変換するデジタル-アナログ変換器と
、表示画素から感知信号の伝達を受け、これを変換するアナログ-デジタル変換器とを含
むように構成できる。
【００２２】
　スイッチング回路部は、第２スイッチングトランジスタと接地電圧との間を断続する第
１スイッチと、第２スイッチングトランジスタと基準電流源との間を断続する第２スイッ
チと、データ線と感知線との間を断続する第３スイッチと、データ線とデジタル－アナロ
グ変換器との間を断続する第４スイッチと、感知線と事前充電電圧との間を断続する第５
スイッチと、第１スイッチングトランジスタと駆動電圧との間を断続する第６スイッチと
、感知線とアナログ-デジタル変換器との間を断続する第７スイッチとを有する構成とす
ることができる。
【００２３】
　第１スイッチングトランジスタ～第３スイッチングトランジスタは、ｐ－チャネル電界
効果トランジスタとすることができる。
【００２４】
　本発明の他の実施形態による表示装置の駆動方法は、キャパシタと、キャパシタに接続
され、制御端子、入力端子、及び出力端子を有する駆動トランジスタと、出力端子に接続
される発光素子とを有する表示装置の駆動方法であって、制御端子にデータ電圧を接続す
る段階と、発光素子が発光する段階と、出力端子の第１電圧を感知する段階とを有し、第
１電圧は、発光素子の発光が止まった後、制御端子及び出力端子を接地電圧と接続した後
に再び接地電圧との接続を切って感知される。
【００２５】
　出力端子の第２電圧を感知する段階をさらに有し、第２電圧は、制御端子にデータ電圧
を接続する段階と、発光素子が発光する段階とを繰返した後、発光素子の発光が止まった
後、制御端子及び出力端子に基準電流源を接続して感知される。
【００２６】
　出力端子の第３電圧を感知する段階をさらに有し、第３電圧は、制御端子にデータ電圧
を接続する段階と、発光素子が発光する段階とを繰返した後、入力端子と制御端子に同一
の電圧を接続した状態で感知される。
【００２７】
　第３電圧を基準しきい電圧と比較して発光素子の劣化を示す劣化因子を算出する段階を
さらに有するように構成できる。
【００２８】
　基準しきい電圧は、表示動作を行わないダミー画素に含まれた発光素子のアノード電圧
とすることができる。
【００２９】
　第１電圧、第２電圧、及び劣化因子に基づいて、入力映像信号を補正する段階をさらに
有するように構成できる。
【００３０】
　第１電圧を感知する段階、第２電圧を感知する段階、及び第３電圧を感知する段階は、
互いに異なるフレーム内で行うことができる。
【００３１】
　本発明の他の実施形態による表示装置の駆動方法は、キャパシタと、キャパシタに接続
され、制御端子、入力端子、及び出力端子を有する駆動トランジスタと、出力端子に接続
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される発光素子とを有する表示装置の駆動方法であって、制御端子にデータ電圧を接続す
る段階と、発光素子が発光する段階と、出力端子の第２電圧を感知する段階と、第２電圧
に基づいて入力映像信号を補正する段階とを有し、第２電圧は、発光素子の発光が止まっ
た後、制御端子及び出力端子に基準電流源を接続して感知される。
【００３２】
　本発明の他の実施形態による表示装置の駆動方法は、キャパシタと、キャパシタに接続
され、制御端子、入力端子、及び出力端子を有する駆動トランジスタと、出力端子に接続
される発光素子とを有する表示装置の駆動方法であって、制御端子にデータ電圧を接続す
る段階と、発光素子が発光する段階と、出力端子の第３電圧を感知する段階とを有し、第
３電圧は、制御端子にデータ電圧を接続する段階と、発光素子が発光する段階とを繰返し
た後、入力端子と制御端子に同一の電圧を接続した状態で感知される。
【００３３】
　第３電圧を基準しきい電圧と比較して発光素子の劣化を示す劣化因子を算出する段階と
、劣化因子に基づいて入力映像信号を補正する段階とをさらに有するように構成できる。
【００３４】
　基準しきい電圧は、表示動作を行わないダミー画素に含まれた発光素子のアノード電圧
とすることができる。
【発明の効果】
【００３５】
　本発明によれば、有機発光表示装置において、各画素間に駆動トランジスタのしきい電
圧と電界効果移動度が均一でなかったり、発光素子が劣化したりしても、各画素間輝度が
均一となるようにデータ電圧を補償することができる。また、時間の経過により、駆動ト
ランジスタのしきい電圧と駆動トランジスタの電界効果移動度が変化したり、有機発光素
子が劣化したりしても、これを考慮してデータ電圧を補償することによって、有機発光素
子の輝度を均一に維持することができる。
【図面の簡単な説明】
【００３６】
【図１】本発明の一実施形態による有機発光表示装置のブロック図である。
【図２】本発明の一実施形態による有機発光表示装置における一画素の等価回路図である
。
【図３】本発明の一実施形態による有機発光表示装置における一行の画素に印加されるゲ
ート信号を示した波形図の一例である。
【図４】図３に示した各区間における一画素の等価回路図である。
【図５】図３に示した各区間における一画素の等価回路図である。
【図６】図３に示した各区間における一画素の等価回路図である。
【図７】図３に示した各区間における一画素の等価回路図である。
【図８】図３に示した各区間における一画素の等価回路図である。
【図９】本発明の一実施形態による有機発光表示装置における一行の画素に印加される駆
動信号を示した波形図の他の例である。
【図１０】図９に示した各区間における一画素の等価回路図である。
【図１１】図９に示した各区間における一画素の等価回路図である。
【図１２】図９に示した各区間における一画素の等価回路図である。
【図１３】図９に示した各区間における一画素の等価回路図である。
【発明を実施するための形態】
【００３７】
　以下、添付した図面を参照しながら、本発明の実施形態について本発明が属する技術分
野における通常の知識を有する者が容易に実施できるように詳細に説明する。しかし、本
発明は種々の相異な形態で実現でき、ここに説明する実施形態に限定されるものではない
。
【００３８】
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　まず、図１及び図２を参照して、本発明の一実施形態による有機発光表示装置について
説明する。
【００３９】
　図１は、本発明の一実施形態による有機発光表示装置のブロック図であり、図２は、本
発明の一実施形態による有機発光表示装置における一表示画素の等価回路図である。
【００４０】
　図１に示すように、本発明の一実施形態による有機発光表示装置は、表示板３００、走
査駆動部４００、データ駆動部５００、及び信号制御部６００を有する。
【００４１】
　表示板３００は、複数の信号線Ｇａ１～Ｇａｎ、Ｇｂ１～Ｇｂｎ、Ｇｃ１～Ｇｃｎ、Ｓ

１～Ｓｍ、Ｓｄ、Ｄ１～Ｄｍ、複数の電圧線（図示せず）、及びこれらに接続され、ほぼ
行列状に配列された複数の表示画素ＰＸａとダミー画素ＰＸｄを有する。
【００４２】
　信号線Ｇａ１～Ｇａｎ、Ｇｂ１～Ｇｂｎ、Ｇｃ１～Ｇｃｎ、Ｓ１～Ｓｍ、Ｓｄ、Ｄ１～
Ｄｍは、第１走査信号を伝達する複数の第１走査信号線Ｇａ１～Ｇａｎ、第２走査信号を
伝達する複数の第２走査信号線Ｇｂ１～Ｇｂｎ、第３走査信号を伝達する複数の第３走査
信号線Ｇｃ１～Ｇｃｎ、感知信号を伝達する複数の感知線Ｓ１～Ｓｍ、Ｓｄ、及び映像デ
ータ信号を伝達する複数のデータ線Ｄ１～Ｄｍを有する。第１走査信号線Ｇａ１～Ｇａｎ

、第２走査信号線Ｇｂ１～Ｇｂｎ、及び第３走査信号線Ｇｃ１～Ｇｃｎは、ほぼ行方向に
延長されて互いにほぼ平行であり、感知線Ｓ１～Ｓｍ、Ｓｄ及びデータ線Ｄ１～Ｄｍは、
ほぼ列方向に延長されて互いにほぼ平行である。
【００４３】
　表示画素ＰＸａは、実際画像を表示する画素であり、第１走査信号線～第３走査信号線
Ｇａ１～Ｇａｎ、Ｇｂ１～Ｇｂｎ、Ｇｃ１～Ｇｃｎ、感知線Ｓ１～Ｓｍ、及びデータ線Ｄ

１～Ｄｍに接続されている。これに対して、ダミー画素ＰＸｄは、実際画像を表示しない
画素であり、第２走査信号線Ｇｂ１～Ｇｂｎ、第３走査信号線 Ｇｃ１～Ｇｃｎ、及び感
知線Ｓｄにだけ接続されている。
【００４４】
　電圧線は、駆動電圧を伝達する駆動電圧線（図示せず）を含む。
【００４５】
　図２に示したように、各表示画素ＰＸａは、有機発光素子ＬＤ、駆動トランジスタＱｄ
、キャパシタＣｓｔ、第１スイッチングトランジスタＱｓ１、第２スイッチングトランジ
スタＱｓ２、及び第３スイッチングトランジスタＱｓ３を有する。
【００４６】
　駆動トランジスタＱｄは、出力端子、入力端子、及び制御端子を有する。駆動トランジ
スタＱｄの制御端子は、接続点ＮＢでキャパシタＣｓｔ及び第１スイッチングトランジス
タＱｓ１と接続され、入力端子は駆動電圧Ｖｄｄと接続され、出力端子は接続点ＮＡで第
２スイッチングトランジスタＱｓ２及び第３スイッチングトランジスタＱｓ３と接続され
ている。
【００４７】
　キャパシタＣｓｔの一端は、接続点Ｎ１で駆動トランジスタＱｄと接続され、他端は駆
動電圧Ｖｄｄと接続されている。
【００４８】
　第１スイッチングトランジスタＱｓ１は第１走査信号ｇａｉに応答して動作し、第２ス
イッチングトランジスタはＱｓ２は第２走査信号ｇｂｉに応答して動作し、第３スイッチ
ングトランジスタＱｓ３は第３走査信号ｇｃｉに応答して動作する。
【００４９】
　第１スイッチングトランジスタＱｓ１はデータ線Ｄｊと接続点ＮＢとの間に接続され、
第２スイッチングトランジスタＱｓ２は感知線Ｓｊと接続点ＮＡとの間に接続され、第３
スイッチングトランジスタＱｓ３は接続点ＮＡと有機発光素子ＬＤとの間に接続されてい
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る。
【００５０】
　駆動トランジスタＱｄ、第１スイッチングトランジスタＱｓ１、第２スイッチングトラ
ンジスタＱｓ２、及び第３スイッチングトランジスタＱｓ３は、ｐ－チャネル電界効果ト
ランジスタである、電界効果トランジスタの例としては、薄膜トランジスタ（ｔｈｉｎ　
ｆｉｌｍ　ｔｒａｎｓｉｓｔｏｒ、ＴＦＴ）が挙げられ、これらは多結晶シリコンを含む
。
【００５１】
　有機発光素子ＬＤのアノード（ａｎｏｄｅ）とカソード（ｃａｔｈｏｄｅ）は、それぞ
れ第３スイッチングトランジスタＱｓ３と共通電圧Ｖｓｓに接続されている。有機発光素
子ＬＤは、第３スイッチングトランジスタＱｓ３を通じて駆動トランジスタＱｄが供給す
る電流ＩＬＤの大きさにより強さを異にして発光することによって画像を表示し、この電
流ＩＬＤの大きさは、駆動トランジスタＱｄの制御端子と入力端子との間の電圧の大きさ
による。
【００５２】
　一方、ダミー画素ＰＸｄは、表示板３００の一側に形成されている。ダミー画素ＰＸｄ
は、表示画素ＰＸａと同一の有機発光素子ＬＤ、駆動トランジスタＱｄ、キャパシタＣｓ
ｔ、第１スイッチングトランジスタＱｓ１、第２スイッチングトランジスタＱｓ２、及び
第３スイッチングトランジスタＱｓ３を含むことができる。
【００５３】
　再び図１に示すように、走査駆動部４００は、表示板３００の第１走査信号線Ｇａ１～
Ｇａｎと接続される第１走査駆動部４１０、第２走査信号線Ｇｂ１～Ｇｂｎと接続される
第２走査駆動部４２０、及び第３走査信号線Ｇｃ１～Ｇｃｎと接続される第３走査駆動部
４３０を含む。第１走査駆動部～第３走査駆動部４１０、４２０、４３０は、それぞれ高
電圧Ｖｏｎと低電圧Ｖｏｆｆの組み合わせからなる第１走査信号ｇａｉ、第２走査信号ｇ

ｂｉ、及び第３走査信号ｇｃｉを、第１走査信号線Ｇａ１～Ｇａｎ、第２走査信号線Ｇｂ

１～Ｇｂｎ、及び第３走査信号線Ｇｃ１～Ｇｃｎにそれぞれ印加する。
【００５４】
　高電圧Ｖｏｎは、第１スイッチングトランジスタＱｓ１～第３スイッチングトランジス
タＱｓ１～Ｑｓ３を遮断することができ、低電圧Ｖｏｆｆは、第１スイッチングトランジ
スタＱｓ１～第３スイッチングトランジスタＱｓ３を導通させることができる。
【００５５】
　データ駆動部５００は、基本回路部５１０とスイッチング回路部５２０を含む。
【００５６】
　基本回路部５１０は、デジタル－アナログ変換器５１１とアナログ－デジタル変換器５
１２を含む。
【００５７】
　デジタル－アナログ変換器５１１は、各行の表示画素ＰＸａに対するデジタル出力映像
信号Ｄｏｕｔを受信し、これをアナログデータ電圧Ｖｄａｔに変換して、データ線Ｄ１～
Ｄｍに印加する。アナログ－デジタル変換器５１２は、各表示画素ＰＸａから感知線Ｓｊ
を通じて第１感知信号～第４感知信号ＶＡｔ、ＶＡμ、ＶＡｏ、ＶＡｄを受信し、これを
デジタル値ＤＶＡｔ、ＤＶＡμ、ＤＶＡｏ、ＤＶＡｄに変換して出力する。
【００５８】
　スイッチング回路部５２０は、第２スイッチングトランジスタＱｓ２と接地電圧との間
を断続する第１スイッチＳＷ１、第２スイッチングトランジスタＱｓ２と基準電流源Ｉｒ
ｅｆとの間を断続する第２スイッチＳＷ２、感知線Ｓｊとデータ線Ｄｊとの間を断続する
第３スイッチＳＷ３、データ線Ｄｊとデジタル－アナログ変換器５１１との間を断続する
第４スイッチＳＷ４、感知線Ｓｊと事前充電電圧（ｐｒｅｃｈａｒｇｉｎｇ　ｖｏｌｔａ
ｇｅ）Ｖｐｃとの間を断続する第５スイッチＳＷ５、駆動電圧Ｖｄｄとデータ線Ｄｊとの
間を断続する第６スイッチＳＷ６、及び感知線Ｓｊとアナログ－デジタル変換器５１２と
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【００５９】
　信号制御部６００は、走査駆動部４００及びデータ駆動部５００などの動作を制御し、
入力映像信号Ｄｉｎを受信して駆動トランジスタＱｄの特性と有機発光素子ＬＤの特性に
よって入力映像信号Ｄｉｎ補正し、これを出力映像信号Ｄｏｕｔとして出力する。
【００６０】
　信号制御部６００は、第１フレームメモリ６１０、第２フレームメモリ６２０、ルック
アップテーブル６３０、第３フレームメモリ６３０、及び映像信号補正部６５０を有する
。
【００６１】
　第１フレームメモリ６１０は、表示画素ＰＸａで感知された第１感知信号ＶＡｔを、ア
ナログ－デジタル変換器５１２を通じてデジタル形態ＤＶＡｔで受信して保存する。
【００６２】
　第２フレームメモリ６２０は、表示画素ＰＸａで感知された第２感知信号ＶＡμを、ア
ナログ－デジタル変換器５１２を通じてデジタル形態ＤＶＡμで受信して保存する。
【００６３】
　ルックアップテーブル６３０は、第３感知信号ＶＡｏ及び第４感知信号ＶＡｄを、アナ
ログ－デジタル変換器５１２を通じてデジタル形態ＤＶＡｏ、ＤＶＡｄで受信し、第３感
知信号ＤＶＡｏ及び第４感知信号ＤＶＡｄの対によって決められる劣化因子αを記憶する
。この時、劣化因子αは、表示画素ＰＸａの有機発光素子ＬＤが劣化した程度を示す。な
お、ルックアップテーブル６３０は、第３感知信号ＶＡｏ及び第４感知信号ＶＡｄの差が
ゼロの時に輝度を１００％とし、差が増加することによって輝度が指数関数形態で減少す
る値とする劣化因子αを保存することができる。
【００６４】
　第３フレームメモリ６４０は、ルックアップテーブル６３０から当該劣化因子αを受信
して保存する。
【００６５】
　映像信号補正部６５０は、第１感知信号ＤＶＡｔ、第２感知信号ＤＶＡμ、及び劣化因
子αに基づいて入力映像信号Ｄｉｎを補正し、これを出力映像信号Ｄｏｕｔとして出力す
る。この映像信号補正部６５０は演算回路を含む構成とすることができる。
【００６６】
　このような駆動装置４００、５００、６００それぞれは、少なくとも１つの集積回路チ
ップの形態で表示板３００の上に直接装着してもよく、フレキシブル印刷回路膜（ｆｌｅ
ｘｉｂｌｅ　ｐｒｉｎｔｅｄ　ｃｉｒｃｕｉｔ　ｆｉｌｍ）（図示せず）の上に装着し、
ＴＣＰ（ｔａｐｅ　ｃａｒｒｉｅｒ　ｐａｃｋａｇｅ）の形態で表示板３００に取り付け
てもよく、別途の印刷回路基板（ｐｒｉｎｔｅｄ　ｃｉｒｃｕｉｔ　ｂｏａｒｄｄ）（図
示せず）の上に装着してもよい。これとは異なり、これら駆動装置４００、５００、６０
０が、信号線Ｇａ１～Ｇａｎ、Ｇｂ１～Ｇｂｎ、Ｇｃ１～Ｇｃｎ、Ｓ１～Ｓｍ、Ｓｄ、Ｄ

１～Ｄｍ及びトランジスタＱｓ１～Ｑｓ３、Ｑｄなどと共に表示板３００に集積された構
成とすることもできる。また、駆動装置４００、５００、６００は単一チップで集積でき
、この場合、これらのうちの少なくとも１つ、またはこれらを構成する少なくとも１つの
回路素子が、単一チップの外側にあるような回路構成とすることもできる。
【００６７】
　次に、このような有機発光表示装置において、信号制御部６００の映像信号補正部６５
０で駆動トランジスタ及び有機発光素子の特性によって入力映像信号が補償される方法に
ついて詳細に説明する。
【００６８】
　図２で、駆動薄膜トランジスタＱｄに流れる電流ＩＱＤは、次の数式１で表される。
【００６９】
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【数１】

【００７０】
　ここで、μは電界効果移動度、ＣＯＸはゲート絶縁層の容量、Ｗは駆動トランジスタＱ
ｄのチャネル幅、Ｌは駆動トランジスタＱｄのチャネル長さ、Ｖｓｇは駆動トランジスタ
Ｑｄの入力端子と制御端子との間の電圧差Ｖｓ～Ｖｇを示す。
【００７１】
　数式１における駆動トランジスタＱｄの特性偏差と有機発光素子ＬＤの劣化による補償
を考慮した各階調別最大電流Ｉｍａｘは、次の数式２で表される。
【００７２】
【数２】

【００７３】
　ここで、ｎは入力映像信号のビット数であり、Ｖｓは駆動トランジスタＱｄのソース電
極の電圧である。駆動トランジスタＱｄのソース電極は駆動電圧Ｖｄｄに接続しているの
で、Ｖｓは駆動電圧Ｖｄｄである。該当階調値は、例えば、入力映像信号のビット数ｎが
８であれば、ゼロから２５５の間の階調値である。
【００７４】
　数式２から、駆動トランジスタＱｄの制御端子に印加される電圧Ｖｇは、次の数式３で
表される。
【００７５】
【数３】

【００７６】
　したがって、駆動トランジスタＱｄの制御端子に印加される電圧Ｖｇ、つまり、各表示
画素ＰＸａの各階調におけるデータ電圧Ｖｄａｔは、駆動トランジスタＱｄのしきい電圧
Ｖｔｈｔ、駆動トランジスタＱｄの電界効果移動度μ、及び有機発光素子ＬＤの劣化因子
αが分かれば求めることが可能である。実際には、駆動トランジスタＱｄのしきい電圧Ｖ
ｔｈｔに係わる第１感知信号ＶＡｔ、駆動トランジスタＱｄの電界効果移動度μに係わる
第２感知信号ＶＡμ、及び有機発光素子ＬＤの劣化因子αに係わる第３感知信号ＶＡｏと
第４感知信号ＶＡｄを測定して、数式３から各画素ＰＸａで各階調に印加するデータ電圧
Ｖｄａｔを決定することができる。一方、データ電圧Ｖｄａｔは、信号制御部６００から
出力される出力映像信号Ｄｏｕｔによって選択したアナログ電圧であるため、入力映像信
号Ｄｉｎが映像信号補正部６５０で数式３を満たすように出力映像信号Ｄｏｕｔに補正さ
れて出力される。
【００７７】
　駆動トランジスタＱｄのしきい電圧Ｖｔｈｔに係わる第１感知信号ＶＡｔ、駆動トラン
ジスタＱｄの電界効果移動度μに係わる第２感知信号ＶＡμ、及び有機発光素子ＬＤの劣
化因子αに係わる第３感知信号ＶＡｏと第４感知信号ＶＡｄは、各フレームで表示画素Ｐ
Ｘａの有機発光素子ＬＤが発光してから発光を止める時間の間に感知できる。しかし、有
機発光素子ＬＤが発光してから発光を止める時間の間に、３つの信号が全て感知されるわ
けではなく、３つの信号のいずれか１つだけが感知される。感知されない２つの信号は、
以前に感知した値または予め決められた平均値を利用して入力映像信号Ｄｉｎを補正する
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ことができる。
【００７８】
　次に、図３～図１２と、前述した図１及び図２を参照して、本発明の一実施形態による
有機発光表示装置で第１感知信号～第４感知信号ＶＡｔ、ＶＡμ、ＶＡｏ、ＶＡｄを求め
る方法について詳細に説明する。
【００７９】
　まず、図３～図７、また、前述の図１及び図２を参照して、本発明の一実施形態による
有機発光表示装置で第１感知信号ＶＡｔを求める方法について説明する。
【００８０】
　図３は、本発明の一実施形態による有機発光表示装置における一行の画素に印加される
ゲート信号を示した波形図の一例であり、図４～図７は、図３に示した各区間における一
画素の等価回路図である。
【００８１】
　まず、図１～図２に示すように、信号制御部６００は、外部のグラフィック制御器（図
示せず）から入力映像信号Ｄｉｎ及びその表示を制御する入力制御信号ＩＣＯＮを受信す
る。入力映像信号Ｄｉｎは、各表示画素ＰＸａの輝度情報を含み、輝度は、決められた数
、例えば、１０２４（＝２１０）、２５６（＝２８）、または６４（＝２６）個の階調を
有している。入力制御信号ＩＣＯＮの例としては、垂直同期信号、水平同期信号、メイン
クロック信号、及びデータ制限信号（ｄａｔａ　ｅｎａｂｌｅ　ｓｉｇｎａｌ）などがあ
る。
【００８２】
　信号制御部６００は、入力映像信号Ｄｉｎと入力制御信号ＩＣＯＮに基づいて入力映像
信号Ｄｉｎを補正し、走査制御信号ＣＯＮＴ１とデータ制御信号ＣＯＮＴ２などを生成す
る。信号制御部６００は、走査制御信号ＣＯＮＴ１を走査駆動部４００に送出し、データ
制御信号ＣＯＮＴ２と出力映像信号Ｄｏｕｔはデータ駆動部５００に送出する。
【００８３】
　走査制御信号ＣＯＮＴ１は、第１走査駆動部～第３走査駆動部４１０、４２０、４３０
を制御する３つの制御信号があり、それぞれの制御信号は、走査開始を指示する走査開始
信号（ｓｃａｎｎｉｎｇ　ｓｔａｒｔ　ｓｉｇｎａｌ）ＳＴＶ、その高電圧Ｖｏｎの出力
周期を制御する少なくとも１つのクロック信号、及び高電圧Ｖｏｎの持続時間を限定する
出力制限信号（ｏｕｔｐｕｔ　ｅｎａｂｌｅ　ｓｉｇｎａｌ）ＯＥなどを含むように構成
できる。
【００８４】
　データ制御信号ＣＯＮＴ２は、一行の表示画素ＰＸａに対するデジタル映像信号Ｄｏｕ
ｔの伝送開始を知らせる水平同期開始信号、データ線Ｄ１～Ｄｍにアナログデータ電圧の
印加を指示するロード信号、及びデータクロック信号ＨＣＬＫなどを含む。
【００８５】
　走査駆動部４００は、信号制御部６００からの走査制御信号ＣＯＮＴ１によって、第１
走査信号～第３走査信号を高電圧Ｖｏｎまたは低電圧Ｖｏｆｆに変える。
【００８６】
　信号制御部６００からのデータ制御信号ＣＯＮＴ２によって、データ駆動部５００、特
に基本回路部５１０は、各行の表示画素ＰＸａに対するデジタル出力映像信号Ｄｏｕｔを
受信し、出力映像信号Ｄｏｕｔをアナログデータ電圧Ｖｄａｔに変換した後、これをデー
タ線Ｄ１～Ｄｍに印加する。データ駆動部５００は、１水平周期１Ｈの間に、一行の表示
画素ＰＸａに対するデータ電圧Ｖｄａｔを出力する。
【００８７】
　以下、特定画素行、例えば、ｉ番目行について詳しく説明する。
【００８８】
　図３に示すように、走査駆動部４００は、信号制御部６００からの走査制御信号ＣＯＮ
Ｔ１によって、第１走査信号線Ｇａｉに印加される第１走査信号ｇａｉを低電圧Ｖｏｆｆ
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に変え、第２走査信号線Ｇｂｉに印加される第２走査信号ｇｂｉ、及び第３走査信号線Ｇ

ｃｉに印加される第３走査信号ｇｃｉを高電圧Ｖｏｎに変える。そして、第４スイッチＳ
Ｗ４が導通する。
【００８９】
　これにより、図４に示したように、第１スイッチングトランジスタＱｓ１が導通し、第
２スイッチングトランジスタＱｓ２及び第３スイッチングトランジスタＱｓ３が遮断され
る。
【００９０】
　第１スイッチングトランジスタＱｓ１が導通すれば、接続点ＮＢにはデータ電圧Ｖｄａ
ｔが印加され、接続点ＮＢと駆動電圧Ｖｄｄとの電圧差はキャパシタＣｓｔに保存される
。したがって、駆動トランジスタＱｄが導通して電流を流すが、第３スイッチングトラン
ジスタＱｓ３が遮断されているため、有機発光素子ＬＤは発光しない。これを第１データ
記入区間Ｔ１という。
【００９１】
　次に、図３に示したように、走査駆動部４００は、信号制御部６００からの走査制御信
号ＣＯＮＴ１によって、第１走査信号線Ｇａｉに印加される第１走査信号ｇａｉを高電圧
Ｖｏｎに変え、第２走査信号線Ｇｂｉに印加される第２走査信号ｇｂｉを高電圧Ｖｏｎに
維持し、第３走査信号線Ｇｃｉに印加される第３走査信号ｇｃｉを低電圧Ｖｏｆｆに変え
る。第４スイッチＳＷ４は遮断される。
【００９２】
　これにより、図５に示したように、第１スイッチングトランジスタＱｓ１が遮断され、
第２スイッチングトランジスタＱｓ２は遮断された状態を維持し、第３スイッチングトラ
ンジスタＱｓ３は導通する。この時、駆動トランジスタＱｄの出力端子は発光素子ＬＤと
接続され、駆動トランジスタＱｄは駆動トランジスタＱｄの制御端子と入力端子との間の
電圧差Ｖｓｇによって制御される出力電流ＩＬＤを有機発光素子ＬＤに流し、有機発光素
子は発光する。この区間が第１発光区間Ｔ２である。キャパシタＣｓｔに充電された電圧
は第１走査信号ｇａｉが高電圧Ｖｏｎに変わって、第１スイッチングトランジスタＱｓ１
がオフになっても、１フレームの間に続けて維持されるので、駆動トランジスタＱｄの制
御端子電圧は一定に維持される。
【００９３】
　次に、図３に示したように、走査駆動部４００は、第１走査信号線Ｇａｉに印加される
第１走査信号ｇａｉを低電圧Ｖｏｆｆに変え、第２走査信号線Ｇｂｉに印加される第２走
査信号ｇｂｉを低電圧Ｖｏｆｆに変え、第３走査信号線Ｇｃｉに印加される第３走査信号
ｇｃｉを高電圧Ｖｏｎに変える。そして、第３スイッチＳＷ３は導通し、第４スイッチＳ
Ｗ４は遮断される。
【００９４】
　これにより、図６に示したように、第１スイッチングトランジスタＱｓ１は遮断された
状態を維持し、第２スイッチングトランジスタＱｓ２は導通し、第３スイッチングトラン
ジスタＱｓ３は遮断される。第３スイッチングトランジスタＱｓ３が遮断されると、有機
発光素子ＬＤは発光を止め、表示画素ＰＸａは黒い状態（ｂｌａｃｋ）となる。これを第
１感知区間Ｔ３という。この時、２つの接続点ＮＡ、ＮＢは接続される。
【００９５】
　その後、第１スイッチＳＷ１が導通すると、図７に示したように、駆動トランジスタＱ
ｄの制御端子と出力端子は接地電圧と接続される。その後、再び第１スイッチＳＷ１を遮
断する。一定時間が経過した後に第７スイッチＳＷ７を導通すると、接続点ＮＡの電圧が
感知線Ｓｊを通じてアナログ－デジタル変換器５１２に入力され、これを第１感知信号Ｖ

Ａｔという。第１感知信号ＶＡｔは、アナログ‐デジタル変換器５１２を通じてデジタル
値ＤＶＡｔに変換されて出力される。
【００９６】
　図６及び図７に示したように、駆動トランジスタＱｄの制御端子と出力端子が接地電圧
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と接続してから切れると、駆動トランジスタＱｄはダイオード接続（ｄｉｏｄｅ　ｃｏｎ
ｎｅｃｔｉｏｎ）される。これにより、接続点ＮＡの電圧は第１スイッチＳＷ１が導通し
た瞬間、接地電圧となり、第１スイッチＳＷ１が遮断されながら一定時間が経過すること
によって上昇し、一定の値に収斂する。その時の接続点ＮＡの電圧が第１感知信号ＶＡｔ

である。この時、駆動トランジスタＱｄのしきい電圧Ｖｔｈｔは、次の数式４のように得
られる。
【００９７】
（数４）
|Ｖｔｈｔ|＝Ｖｄｄ－ＶＡｔ

　数式４から、第１感知信号ＶＡｔは、次の数式５で表される。
【００９８】
（数５）
ＶＡｔ＝Ｖｄｄ－|Ｖｔｈｔ|
　第１データ記入区間Ｔ１と第１発光区間Ｔ２との和は、第１感知区間Ｔ３の長さと同一
であり得、第１感知区間Ｔ３は調節が可能である。また、この３つの区間Ｔ１、Ｔ２、Ｔ
３の和は、実質的に１フレームと同一である。
【００９９】
　次に、図３及び図８を参照して、本発明の一実施形態による有機発光表示装置で第２感
知信号ＶＡμを求める方法について説明する。
【０１００】
　第２感知信号ＶＡμを求める場合にも、データ記入区間、発光区間、及び感知区間を経
るので、第２感知信号ＶＡμを求める場合は第１感知信号ＶＡｔを求める場合と区別され
るように、第２データ記入区間、第２発光区間、及び第２感知区間とする。第２データ記
入区間及び第２発光区間における画素ＰＸａの回路は、第１データ記入区間Ｔ１及び第１
発光区間Ｔ２において前述した図４及び図５の画素ＰＸａの回路と同一である。
【０１０１】
　しかし、第２感知区間では、第１感知区間Ｔ３と異なって第２スイッチＳＷ２及び第３
スイッチＳＷ３が導通する。これにより、図８に示したように、駆動トランジスタＱｄの
制御端子及び出力端子は基準電流Ｉｒｅｆに接続し、駆動薄膜トランジスタＱｄに基準電
流Ｉｒｅｆが流れる。その後、第７スイッチＳＷ７を導通すると、接続点ＮＡの電圧が感
知線Ｓｊを通じてアナログ‐デジタル変換器５１２に入力され、これを第２感知信号ＶＡ

μという。第２感知信号ＶＡμは、アナログ－デジタル変換器５１２を通じてデジタル値
ＤＶＡμに変換されて出力される。
【０１０２】
　図８で、駆動薄膜トランジスタＱｄに流れる基準電流Ｉｒｅｆは、次の数式６で表され
る。
【０１０３】
【数６】

【０１０４】
　これにより、数式６から次の数式７が得られる。
【０１０５】

【数７】
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【０１０６】
　ここで、Ｖｓは駆動電圧Ｖｄｄであり、Ｖｇは第２感知信号ＶＡμである。
【０１０７】
　第２データ記入区間と第２発光区間との和は、第２感知区間の長さと同一とすることが
でき、この３つの区間の和は実質的に１フレームと同一である。
【０１０８】
　一方、このように求めた第１感知信号ＶＡｔ及び第２感知信号ＶＡμを利用して、数式
３は次の数式８で表される。
【０１０９】
【数８】

【０１１０】
　よって、最終的に、信号制御部６００の映像信号補正部６５０は、数式８によって入力
映像信号Ｄｉｎを補正する。
【０１１１】
　次に、図９～図１２を参照して、本発明の一実施形態による有機発光表示装置において
、劣化因子αに係わる第３感知信号ＶＡｏ及び第４感知信号ＶＡｄを求める方法について
説明する。
【０１１２】
　図９は、本発明の一実施形態による有機発光表示装置における一行の画素に印加される
駆動信号を示した波形図の他の例であり、図１０～図１３は、図９に示した各区間におけ
る一画素の等価回路図である。
【０１１３】
　図９に示すように、走査駆動部４００は、信号制御部６００からの走査制御信号ＣＯＮ
Ｔ１によって、第１走査信号線Ｇａｉに印加される第１走査信号ｇａｉを低電圧Ｖｏｆｆ
に変え、第２走査信号線Ｇｂｉに印加される第２走査信号ｇｂｉ、及び第３走査信号線Ｇ

ｃｉに印加される第３走査信号ｇｃｉを高電圧Ｖｏｎに変える。そして、第４スイッチＳ
Ｗ４及び第５スイッチＳＷ５を導通させる。
【０１１４】
　以下、図１０に示したように、第１スイッチングトランジスタＱｓ１が導通し、第２ス
イッチングトランジスタＱｓ２及び第３スイッチングトランジスタＱｓ３が遮断される。
【０１１５】
　第１スイッチングトランジスタＱｓ１が導通すると、接続点ＮＢにはデータ電圧Ｖｄａ
ｔが印加され、接続点Ｎ１と駆動電圧Ｖｄｄとの電圧差はキャパシタＣｓｔに保存される
。したがって、駆動トランジスタＱｄが導通して電流を流すが、第３スイッチングトラン
ジスタＱｓ３が遮断されているので、有機発光素子ＬＤは発光しない。これを第３データ
記入区間Ｔ４という。
【０１１６】
　この時、感知線Ｓｊは事前充電電圧Ｖｐｃに接続されて事前充電（ｐｒｅｃｈａｒｇｉ
ｎｇ）され、事前充電電圧Ｖｐｃは有機発光素子ＬＤのしきい電圧Ｖｔｈｏより低い。
【０１１７】
　次に、図９に示したように、走査駆動部４００は信号制御部６００からの走査制御信号
ＣＯＮＴ１によって、第１走査信号線Ｇａｉに印加される第１走査信号ｇａｉを高電圧Ｖ
ｏｎに変え、第２走査信号線Ｇｂｉに印加される第２走査信号ｇｂｉを低電圧Ｖｏｆｆに
変え、第３走査信号線Ｇｃｉに印加される第３走査信号ｇｃｉを低電圧Ｖｏｆｆに変える
。第５スイッチＳＷ５は遮断される。
【０１１８】
　これにより、図１１に示したように、第１スイッチングトランジスタＱｓ１が遮断され
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、第２スイッチングトランジスタＱｓ２及び第３スイッチングトランジスタＱｓ３は導通
する。この時、駆動トランジスタＱｄの出力端子は発光素子ＬＤと接続され、駆動トラン
ジスタＱｄは、駆動トランジスタＱｄの制御端子と入力端子との間の電圧差Ｖｓｇによっ
て制御される出力電流ＩＬＤを有機発光素子ＬＤに流し、有機発光素子は発光する。この
区間が第３発光区間Ｔ５である。この時、感知線Ｓｊは孤立する（ｆｌｏａｔｉｎｇ）。
キャパシタＣｓｔに充電された電圧は、第１走査信号ｇａｉが高電圧Ｖｏｎに変わって、
第１スイッチングトランジスタＱｓ１がオフになっても１フレームの間に続けて維持され
るので、駆動トランジスタＱｄの制御端子電圧は一定に維持される。
【０１１９】
　この時、感知線Ｓｊは、第３データ記録区間Ｔ４で有機発光素子ＬＤのしきい電圧Ｖｔ
ｈｏより低い電圧である事前充電電圧Ｖｐｃで事前充電されているので、第３発光区間Ｔ
５で感知線Ｓｊが孤立していてもその電圧が上昇せず、維持発光素子ＬＤのしきい電圧Ｖ
ｔｈｔより低く維持される。もし、感知線Ｓｊの電圧が有機発光素子ＬＤのアノード電圧
より高ければ、電流が発光素子ＬＤでない感知線Ｓｊに流れ得るため、希望する輝度を維
持することができない。
【０１２０】
　次に、走査駆動部４００は、第１走査信号線Ｇａｉに印加される第１走査信号ｇａｉを
低電圧Ｖｏｆｆに変え、第２走査信号線Ｇｂｉに印加される第２走査信号ｇｂｉを低電圧
Ｖｏｆｆに維持し、第３走査信号線Ｇｃｉに印加される第３走査信号ｇｃｉを低電圧Ｖｏ
ｆｆに維持する。そして、第４スイッチＳＷ４は遮断され、第６スイッチＳＷ６は導通す
る。
【０１２１】
　これにより、図１２に示したように、第１スイッチングトランジスタＱｓ１は導通し、
第２スイッチングトランジスタＱｓ２及び第３スイッチングトランジスタＱｓ３は導通し
た状態を維持する。駆動トランジスタＱｄの制御端子には駆動電圧Ｖｄｄが接続される。
そうすると、キャパシタＣｓｔの充電電圧はゼロとなり、駆動トランジスタＱｄの制御端
子と入力端子との電圧差はゼロとなるので、駆動トランジスタＱｄには電流が流れず、駆
動トランジスタＱｄと有機発光素子ＬＤが接続されていても、有機発光素子ＬＤは発光を
止め、表示画素ＰＸａは黒い状態となる。この時、接続点ＮＡの電圧、つまり、有機発光
素子ＬＤのアノード端子の電圧は下降する。これを第３感知前段区間Ｔ６という。
【０１２２】
　その後、走査駆動部４００は、第１走査信号線Ｇａｉに印加される第１走査信号ｇａｉ

を高電圧Ｖｏｎに変え、第２走査信号線Ｇｂｉに印加される第２走査信号ｇｂｉを低電圧
Ｖｏｆｆに維持し、第３走査信号線Ｇｃｉに印加される第３走査信号ｇｃｉを低電圧Ｖｏ
ｆｆに維持する。そして、第６スイッチＳＷ６は遮断される。
【０１２３】
　これにより、図１３に示したように、第１スイッチングトランジスタＱｓ１は遮断され
、第２スイッチングトランジスタＱｓ２及び第３スイッチングトランジスタＱｓ３は導通
した状態を維持する。キャパシタＣｓｔの充電電圧はゼロを維持するので、駆動トランジ
スタＱｄの制御端子電圧は駆動電圧Ｖｄｄと同一に維持され、駆動トランジスタＱｄには
電流が流れない。そのために、発光素子ＬＤは発光を止めた状態を維持する。有機発光素
子ＬＤのアノード端子の電圧は第３感知前段区間Ｔ６に続いて下降を続け、一定の時間が
経過すれば、接続点ＮＡの電圧、つまり、有機発光素子ＬＤのアノード端子の電圧は一定
の値に収斂し、これが有機発光素子ＬＤのしきい電圧Ｖｔｈｏである。これを第３感知後
段区間Ｔ７という。
【０１２４】
　その後、第７スイッチＳＷ７を導通すると、接続点ＮＡの電圧が感知線Ｓｊを通じてア
ナログ－デジタル変換器５１２に入力され、これを第３感知信号ＶＡｏという。第３感知
信号ＶＡｏはアナログ－デジタル変換器５１２を通じてデジタル値ＤＶＡｏに変換されて
出力される。
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【０１２５】
　第３データ記入区間Ｔ４と第３発光区間Ｔ５との和は、第３感知前段区間Ｔ６と第４感
知前段区間Ｔ７との和と同一であり得、この４つの区間Ｔ４、Ｔ５、Ｔ６、Ｔ７の和は実
質的に１フレームと同一である。
【０１２６】
　一方、図９～図１３に対する説明は、実際表示動作を行う表示画素ＰＸａに対する説明
である。表示画素ＰＸａで第３感知信号ＶＡｄを感知する間、画像表示に寄与しないダミ
ー画素ＰＸｄの接続点ＮＡの電圧を第４感知信号ＶＡｄとして感知する。その回路図と動
作は、図１２及び図１３で説明した通りである。感知された第４感知信号ＶＡｄはアナロ
グ－デジタル変換器５１２を通じてデジタル値ＤＶＡｄで保存される。
【０１２７】
　このような第３感知信号ＤＶＡｏ及び第４感知信号ＤＶＡｄは、前述したようにルック
アップテーブル６３０に入力され、これによって有機発光素子ＬＤが劣化した程度を表わ
す劣化因子αが出力され、これは第３フレームメモリ６４０に保存される。
【０１２８】
　もし、有機発光素子ＬＤの劣化を予め決められた他の基準に基づいて判断したら、その
基準は、表示装置が使用される環境、例えば、温度変化などは考慮しない数値であるため
、正確な判断が難しいこともある。しかし、本発明の一実施形態による有機発光表示装置
は、有機発光素子ＬＤの劣化を同一の表示装置内に存在するダミー画素ＰＸｄの有機発光
素子ＬＤを基準として判断するので、表示装置が使用される環境、例えば、温度などを考
慮して有機発光素子ＬＤの劣化程度を判断することができる。
【０１２９】
　このように、駆動トランジスタＱｄのしきい電圧Ｖｔｈｔ、駆動トランジスタＱｄの電
界効果移動度μ、及び有機発光素子ＬＤの劣化因子αを考慮してデータ電圧Ｖｄａｔを補
正すれば、時間によって駆動トランジスタＱｄのしきい電圧Ｖｔｈｔ、駆動トランジスタ
Ｑｄの電界効果移動度μ、及び有機発光素子ＬＤが劣化しても、有機発光素子に流れる電
流を一定に維持できるので、有機発光表示装置の輝度を均一に維持できる。
【０１３０】
　以上、本発明の好ましい実施形態について詳細に説明したが、本発明の権利範囲はこれ
に限定されるわけではなく、特許請求の範囲で定義している本発明の基本概念を利用した
当業者の種々の変形及び改良形態も本発明の権利範囲に属するものである。
【符号の説明】
【０１３１】
３００　表示板
４００　走査駆動部
４１０　第１走査駆動部
４２０　第２走査駆動部
４３０　第３走査駆動部
５００　データ駆動部
５１０　基本回路部
５２０　スイッチング回路部
６００　信号制御部
６１０　第１フレームメモリ
６２０　第２フレームメモリ
６３０　ルックアップテーブル
６４０　第３フレームメモリ
６５０　映像信号補正部
ＣＯＮＴ１　走査制御信号
ＣＯＮＴ２　データ制御信号
Ｃｓｔ　ストレージキャパシタ
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Ｄｉｎ　入力映像信号
Ｄｏｕｔ　出力映像信号
Ｄ１～Ｄｍ　データ線
Ｇａ１～Ｇａｎ　第１走査信号線
Ｇｂ１～Ｇｂｎ　第２走査信号線
Ｇｃ１～Ｇｃｎ　第３走査信号線
ｇａ１～ｇａｎ　第１走査信号
ｇｂ１～ｇｂｎ　第２走査信号
ｇｃ１～ｇｃｎ　第３走査信号
ＩＣＯＮ　入力制御信号
ＩＬＤ　駆動トランジスタの出力電流
ＬＤ　有機発光素子
Ｎ１、Ｎ２　接続点
ＯＥ　出力制限信号
ＰＸ　画素
Ｑｄ　駆動トランジスタ
Ｑｓ１～Ｑｓ３　スイッチングトランジスタ
Ｓ１～Ｓｍ　感知線
Ｖｄａｔ　データ電圧
Ｖｄｄ　駆動電圧
Ｖｏｆｆ　低電圧
Ｖｏｎ　高電圧
Ｖｓｓ　共通電圧

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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【図７】 【図８】
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【図１１】 【図１２】
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